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日本への茶の伝来

北中国・韓国ルート

中中国ルート

南中国ルート

北中国・韓国ルート

奈良時代( A.D.700頃)

中中国ルート
固形茶、粉末茶の伝来 ⇒抹茶

（A.D.1100頃)

南中国ルート
淹茶の伝来 ⇒ 煎茶

( A.D.1600頃)



遺伝子パターンから見た日本への茶の伝来

松本 哲
「日本茶の起源を探る」より

☆日本在来種のRELPパ
ターンは少ない

☆韓国の茶のパターン
    は多様性に富んでいる
☆中国のお茶のパター
    ンは他の解析を含め
   た場合には、非常に多
   様性に富み、韓国及び
    日本のパターンを包含
   する



遺伝子パターンから見た日本茶の伝来と変異幅

松本 哲
「日本茶の起源を探る」より



チャ育種の先駆け

江戸時代には、他の植物と同様に
チャも観賞用として斑入りや赤い花の
咲く紅花が選抜され、楽しまれていた

紅花チャ 草木錦葉集(水野逸斉著)



育種の始まり

しかしながら、チャは自家不和合性

栄養繁殖技術が未熟

明治初期
☆欧米などから先進技術や
各種野菜、穀物、果樹の導入

☆日本茶の輸出 → 増産体制の強化

民間育種の開始 早晩性や樹勢で選抜

明治18年頃；牧之原早生（小杉庄蔵）

明治20年頃；富永早生(富永宇吉)
明治24年；晩一号(杉山彦三郎)
明治41年；藪北(杉山彦三郎) などなど

品種の普及が遅々として進まず

杉山彦三郎翁像



品種手順の推移 (実生品種から栄養系品種育成に)

☆こまかげ（駒の蹄影）

☆農林登録
第3号 みよし(結実性大で種子の遺伝的純度高い)
第10号 やまとみどり(結実性高く遺伝的純度高い)



品種改良のあゆみ

第1期 個体選抜時代
明治初年～明治30年終期
早晩性に着目した選抜

第2期 分離育種時代
明治30年代終期～昭和初期
栄養繁殖を前提に在来園から優良品種の選抜
・‘やぶきた’の育成

第3期 交雑育種初期時代

昭和初期～昭和40年代

交雑育種の芽生え
・紅茶用品種の育成

・‘やぶきた’を片親に交雑

第４期 交雑育種時代
昭和50年代～現在
・高品質、多収性、ストレス耐性品種の育成



(独法)野菜茶業研究所 枕崎茶業研究拠点；茶の新品種の特性と品質評価技術(平25年度)

今後の茶ではマーカー育種が重要となるのだが

・クワシロカイガラムシ抵抗性（MSR1）により
「なんめい」の育成。
・カフェインレス茶の育成にTCS遺伝子の利用による

選抜が可能



明治以前 明治 昭和初期 昭和中期 平成 令和

日本
在来種

宇治種

静岡種

やまとみどり

やぶきた

静岡種選抜

宇治種選抜

導入外国種

その他
地方種

あさつゆ

たまみどり こやにし
あさひ

みよし

さみどり
あさぎり こまかげ

やえほ

うじみどり 等々

なつみどり
まきのはらわせ 等々

たかちほ ひめみどり
はつみどり 等々

アッサム種系

その他、地方種選抜

中国種系

紅茶用品種の育成

ただにしき
いんど

からべに

べにほまれ

日本種との交雑導入種子からの
選抜

紅茶用品種
との交雑

べにひかり

べにふじべにたちわせ
はつもみじ

あかね

べにかおり

（やまなみ)

べにふうき

日本在来種からの選抜 交雑育種

やぶきた実生選抜

やぶきたと日本種交雑選抜

日本種同士の交雑選抜

日本種と外国種の交雑選抜

かなやみどりおおいわせ

たかねわせ 等々やまかい
するがわせさやまかおり

さえみどりみなみかおりみねかおり

ふくみどりめいりょくとよか
おくみみどり

つゆひかり香駿

おくひかり

さつまべに

べにたちわせおくゆたかおくむさし

（ふじかおり)等々（そうふう)

品
種
相
互
間
で
交
雑

育成品種の概要



やぶきた型とあさつゆ型

日本の品種の多くは「あさつゆ型」か「やぶきた型」に分類される

宇治種からは「あさつゆ、みよし、たまみどり、さやまみどり、こやにし」などを筆頭に
玉露・碾茶用の品種である「あさひ、うじひかり、ごこう、さみどり」など数多くの品種が選抜されている。
⇒葉の形が丸くて葉肉は厚いが、比較的炭疽病に弱く、品質の良いものが多い

静岡在来種からは「やぶきた」を筆頭に「やえほ、なつみどり、くりたわせ」など多くが選抜されている。
⇒葉の形が細長く、樹勢は強く収量性の高いものが多い。狭山種は葉が小さく、耐寒性に富んでいる

「あさつゆ」⇒
「つゆひかり」「さえみどり」

「やぶきた」⇒
「さやまかおり、するがわせ、やまかい、くらさわ、さいのみどり、

みえ緑萌1号」などをはじめ、「やぶきた」を片親として「おくみどり、
とよか、めいりょく、みねかおり、みなみかおり」など20品種以上が
育成され、「やぶきた」ファミリーを形成している。
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日本在来種
からの選抜

艾毛

騎兵

加藤錦

晩一号

べにつくば

中国導入種
からの選抜

からべに

多田系イン
ド雑種から
の選抜
厚丸
多々美
べにほまれ
いんど
ただにしき

アッサム種と
日本種の交
雑種

はつもみじ

べにたちわせ

あかね

べにかおり

さつまべに

日本育成紅茶用
品種と導入種と
の交雑種

べにふじ

べにひかり

べにふうき

分離育種期

日本在来や導入種実生から
の選抜

第２期 交雑育種期

育成品種にさらに導入種
の形質を入れ高品質化

第１期 交雑育種期

アッサム種の形質導入によ
り、耐寒性と発酵性の強化

耐寒性

品 質

低(アッサム種)
低

高

高

紅茶用品種育成の推移
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紅茶導入の祖 多田元吉

中国種の導入 明治8年(1875)
多田元吉により紅茶の製造法や江西省九

江地方、湖北省漢口から種子の導入

アッサム種の導入 明治9年(1876)

多田元吉によりインドで茶の種子や
製茶見本、製茶機械の設計図、製茶関
係図書など導入
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杉山彦三郎も紅茶用系統を育成

「やぶきた」の育成で名高い杉山彦三
郎も多田元吉の元で講習を受け、交
流を深め多田系インド雑種からも紅
茶用品種系統を選抜している。(加藤
錦、騎兵、晩一号、艾毛など)

杉山氏が育成した60余種の品種系

統の中の一部が静岡県県立美術館
のプロムナードに保存されている



‘やぶきた’苦難から栄光への道
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品種化率

		全国の茶栽培面積と品種普及面積 ゼンコクチャサイバイメンセキヒンシュフキュウメンセキ

		和暦 ワレキ		西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		品種化率 ヒンシュカリツ		やぶきた面積 メンセキ		やぶきた比率 ヒリツ				茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		品種化率 ヒンシュカリツ		やぶきた面積 メンセキ		やぶきた比率 ヒリツ

		明治25 メイジ		1892		63122												11214

		明治33 メイジ		1900		48860												10786

		明治43 メイジ		1910		47964												12962

		大正4 タイショウ		1915		47716												13041

		大正9 タイショウ		1920		47736												14775

		大正14 タイショウ		1925		43362												14589

		昭和5 ショウワ		1930		37689												15204

		昭和10 ショウワ		1935		38698												15143

		昭和15 ショウワ		1940		40409												16837

		昭和20 ショウワ		1945		26473												13699

		昭和25 ショウワ		1950		27445												12915

		昭和29 ショウワ		1954		33896		1147		3.4				80		2.7071040831		13510		375		2.8		365		97.3

		昭和30 ショウワ		1955		38631		1777		4.6				80		3.6799461572		18347		547		3.0				0.0

		昭和31 ショウワ		1956		42307		2525		6.0				80		4.7746235847		18941		664		3.5				0.0

		昭和32 ショウワ		1957		44815		3295		7.4				80		5.8819591655		19811		733		3.7				0.0

		昭和33 ショウワ		1958		43182		3413		7.9				80		6.3230049558		20000		1009		5.0				0.0

		昭和35 ショウワ		1960		48907		4127		8.4				80		6.7507718731		20878		1389		6.7				0.0

		昭和37 ショウワ		1962		48587		5699		11.7		4559				0		20884		1733		8.3		1087		62.7

		昭和40 ショウワ		1965		48500				0.0				0.0		0		19900		2160		10.9				0.0

		昭和42 ショウワ		1967		47936		7700		16.1						0		19600		2735		14.0		2440		89.2

		昭和45 ショウワ		1970		51600		15303		29.7						0		20000				0.0				0.0

		昭和47 ショウワ		1972		55676		19398		34.8				0.0		0		20500		4676		22.8		4092		87.5

		昭和49 ショウワ		1974		55599		19342		34.8						0		20500		5863		28.6		5276		90.0

		昭和50 ショウワ		1975		59489		25847		43.4				0.0		0						0.0				0.0

		昭和51 ショウワ		1976		59683		27383		45.9				82.0		37.6222039777		21300		8490		39.9		7735		91.1

		昭和54 ショウワ		1979		60624		33522		55.3				82.1		45.3971397466		22300		11700		52.5		10500		89.7

		昭和55 ショウワ		1980		61012		35096		57.5		29024		82.7		47.5709696453						0.0				0.0

		昭和57 ショウワ		1982		61015		38808		63.6				85.2		54.1906350897		22700		15600		68.7		14600		93.6

		昭和60 ショウワ		1985		60693		41849		69.0		35655		85.2		58.7464781771		23000		17000		73.9		16000		94.1

		平成1 ヘイセイ		1989		58899		45343		77.0				85.6		65.8985857145		23200		19677		84.8		18605		94.6

		平成２ ヘイセイ		1990		58393		45723		78.3		39002		85.3		66.792252496						0.0				0.0

		平成6 ヘイセイ		1994		54160		46188		85.3				85.2		72.6591137371		22233		20101		90.4		19034		94.7

		平成７ ヘイセイ		1995		53071		45762		86.2		39127		85.5		73.7257635997						0.0				0.0

		平成8 ヘイセイ		1996		53336		46395		87.0				85.3		74.1992931603		22000		20351		92.5		19272		94.7

		平成12 ヘイセイ		2000		50102		46222		92.3		38410		83.1		76.6636062433						0.0				0.0

		平成14 ヘイセイ		2002		48632		45846		94.3		37745		82.3		77.6135055108		20779		20112		96.8		18935		94.1

		平成１6 ヘイセイ		2004		49115		45234		92.1		37092		82.0		75.5207166853		20300		19894		98.0		18715		94.1

		和暦 ワレキ		西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		やぶきた

		昭和29 ショウワ		1954		33896		1147

		昭和30 ショウワ		1955		38631		1777

		昭和31 ショウワ		1956		42307		2525

		昭和32 ショウワ		1957		44815		3295

		昭和33 ショウワ		1958		43182		3413

		昭和35 ショウワ		1960		48907		4127

		昭和37 ショウワ		1962		48587		5699		4559

		昭和40 ショウワ		1965		48500

		昭和42 ショウワ		1967		47936		7700

		昭和45 ショウワ		1970		51600		15303

		昭和47 ショウワ		1972		55676		19398

		昭和49 ショウワ		1974		55599		19342

		昭和50 ショウワ		1975		59489		25847

		昭和51 ショウワ		1976		59683		27383

		昭和54 ショウワ		1979		60624		33522

		昭和55 ショウワ		1980		61012		35096		29024

		昭和57 ショウワ		1982		61015		38808

		昭和60 ショウワ		1985		60693		41849		35655

		平成1 ヘイセイ		1989		58899		45343

		平成２ ヘイセイ		1990		58393		45723		39002

		平成6 ヘイセイ		1994		54160		46188

		平成７ ヘイセイ		1995		53071		45762		39127

		平成8 ヘイセイ		1996		53336		46395

		平成12 ヘイセイ		2000		50102		46222		38410

		平成14 ヘイセイ		2002		48632		45846		37745

		平成１6 ヘイセイ		2004		49115		45234		37092

				西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		やぶきた

				1954		13510		375		365

				1955		18347		547

				1956		18941		664

				1957		19811		733

				1958		20000		1009

				1960		20878		1389

				1962		20884		1733		1087

				1965		19900		2160

				1967		19600		2735		2440

				1970		20000

				1972		20500		4676		4092

				1974		20500		5863		5276

				1975

				1976		21300		8490		7735

				1979		22300		11700		10500

				1980

				1982		22700		15600		14600

				1985		23000		17000		16000

				1989		23200		19677		18605

				1990

				1994		22233		20101		19034

				1995

				1996		22000		20351		19272

				2000

				2002		20779		20112		18935

				2004		20300		19894		18715





品種化率

		



茶栽培面積

品種面積

やぶきた



増殖計画

		茶園の増殖計画 チャエンゾウショクケイカク

		静岡県茶業史第4編 シズオカケンチャギョウシダイヘン

				圧条による苗木 アツジョウナエキ		挿し木による苗木 サキナエキ				増殖面積 ゾウショクメンセキ		無性繁殖 ムセイハンショク		実生 ミショウ		苗木利用面積率 ナエキリヨウメンセキリツ

				万本 マンホン		万本 マンホン				ha		ha		ha		%

		昭和25 ショウワ		175		145				500		160		340		32.0

		昭和26 ショウワ		250		240				800		250		550		31.3

		昭和27 ショウワ		400		420				1000		480		520		48.0

		昭和28 ショウワ		720		600				1200		850		350		70.8

		昭和29 ショウワ		880		1020				1500		1260		240		84.0

		全国の新植茶園の内苗木利用面積率(農林省昭和36年統計表) ゼンコクシンショクチャエンウチナエキリヨウメンセキリツノウリンショウショウワネントウケイヒョウ

		昭和32 ショウワ		31.90%		0.319		31.9

		昭和33 ショウワ		59.30%		0.593		59.3

		昭和34 ショウワ		69.10%		0.691		69.1

		昭和35 ショウワ		85.30%		0.853		85.3

		昭和36 ショウワ		78.30%		0.783		78.3

		昭和25 ショウワ		32

		昭和26 ショウワ		31.25

		昭和27 ショウワ		48

		昭和28 ショウワ		70.8333333333

		昭和29 ショウワ		84

		昭和32 ショウワ		31.9

		昭和33 ショウワ		59.3

		昭和34 ショウワ		69.1

		昭和35 ショウワ		85.3

		昭和36 ショウワ		78.3



やぶきた

品種面積

茶園面積

茶園面積(ha)

年　　　　度

茶栽培面積

品種面積

やぶきた

やぶきた

品種茶園

茶園面積

年　　　　度

茶園面積(ha)



増殖計画

		





出品率の推移

		

				やぶきた										やぶきた以外 イガイ								在来種 ザイライシュ

				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ		やぶきた化率 カリツ				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ		品種化率 ヒンシュカリツ

		25～27		4		2		0		2.7		25～27		2		2		6		25～27		94		96		94		3

		28～30		12		3		1		3.3		28～30		3		2		4		28～30		85		95		95		5

		31～33		45		13		1		5.2		31～33		4		4		2		31～33		51		83		97		7.3

		34～36		68		23		10		6.4		34～36		2		3		9		34～36		30		74		81		8

		37～39		76		51		14		9.5		37～39		4		5		30		37～39		20		44		56		12

		40～42		86		59		30		12		40～42		3		5		57		40～42		11		36		13		16

		43～45		91		68		28		23		43～45		2		8		50		43～45		7		24		22		29

		46～48		97		68		38		27		46～48		1		9		52		46～48		2		23		10		35

		49～51		98		82		37		37		49～51		2		10		55		49～51		0		8		8		45



静岡県茶業史第4編

農林省昭36年統計表



出品率の推移

		



せん茶

玉露

てん茶



品種別栽培面積の推移

		



せん茶

玉露

てん茶

やぶきた化率



苗木配布

		



せん茶

玉露

てん茶

品種化率



		

		静岡県内における主要品種別栽培面積の推移 シズオカケンナイシュヨウヨウヒンシュベツサイバイメンセキスイイ

		品種名 ヒンシュメイ		奨励品種年 ショウレイヒンシュネン

						昭和29 ショウワ		昭和37 ショウワ		昭和42 ショウワ		昭和47 ショウワ		昭和51 ショウワ		昭和54 ショウワ		昭和57 ショウワ		平成1 ヘイセイ		平成5 ヘイセイ		平成8 ヘイセイ		平成10 ヘイセイ		平成12 ヘイセイ		平成14 ヘイセイ		平成16 ヘイセイ

		全茶園面積(ha) ゼンチャエンメンセキ				13510		20884		19600		20500		21300		22300		22700		23200		22500		22000		21200		21000		20600		20300

		在来種(ha) ザイライシュ				13134		19576		16865		15824		12810		10600		7100		3520		2686		1649		823		796		489		358

		品種茶合計面積(ha) ヒンシュチャゴウケイメンセキ				375		1308		2735		4676		8490		11700		15600		19677		19814		20351		20377		20204		20111		19930

		品種化率(%) ヒンシュカリツ				2.8		6.3		14.0		22.8		39.9		62.5		68.7		84.8		88.1		92.7		96.1		96.2		97.6		98.2

		やぶきた		12,30～		365		1087		2440		4092		7735		10500		14600		18605		18749		19272		19209		19099		18935		18715

		こやにし		12～30		7

		べにほまれ		30～48				15		14		8

		ほうりょく		30～48						31		26

		からべに		30～48						24		12

		あさつゆ		30～52				10		4		9										10		12		11		11		11

		やえほ		30～61		3		47		45		65		57		119		59										3		5

		ただにしき		33～48						22		15

		ふじみどり		37～61						102		104		128		119		68										11		9

		するがわせ		37～H.13						39		127		143		239		163		91		95		98		85		68		68

		くらさわ		42～H.13						9		130		154		183		129		70		69		69		65		68		67

		やまかい		42～						3		76		146		278		171		141		122		111		127		117		109

		かなやみどり		48～								11		42		137		160		135		125		114		155		110		110

		おおいわせ		52～														46		123		119		140		141		120		118

		さやまかおり		61～																335		367		375		399		420		421

		おくひかり		61～																						61		81		75

		山の息吹 ヤマイブキ		H.13～																								12		20

		さわみずか		H.4～																										2

		香駿 カオスルガ		H.13～																										0.4

		つゆひかり		H.13～

		その他 タ				1		150		80		1		89		154		177		177		158		196		124		84		161



昭　和　の　年　次

せん茶　　　　　　　　　玉露　　　　　　　　てん茶　　　　　　　　　

やぶきた

在来種

図　全国茶品評会(第4～30回)における出品茶の茶種別出品率の推移
　　(農業技術研究　1978　Vol.33、No.6　渕之上より作成)

やぶきた化比率

品種化率



		

				牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		やぶきた		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ				大葉烏龍 オオハウーロン		青心大有 アオココロオオユウ		硬枝紅心 カタエダアカココロ		インド雑種 ザッシュ		加藤錦 カトウニシキ		支那湖北種 シナコホクシュ

		昭和10 ショウワ		1125		1145		480								285		865				100		100		0

		昭和12 ショウワ		11000		2000		3000		4100		1111		1500		30												2000		600

		昭和13 ショウワ		6531		3390		11734		3090		2070		3025		2210												3220				3000

		々		3850		3150		640		1970

		昭和14 ショウワ		1090		283		630		0		200		120		60												261				60

		々		6320		2000		1700		1600

		昭和15 ショウワ		9500		2500		11500		1900		1500		2100		1000

		々		500		75		310				75				50

		々		5610		3000		3000		2000

		昭和16 ショウワ		7830		1050		13600		1500		700		1350		2240

		々		1150		1260		2000		1220

		昭和17 ショウワ		3300		1200		26890		1300		2000		3700		200

		昭和18 ショウワ		500		1000		2500		1600

		昭和19 ショウワ		250		500		2900		400		550		700		550

		昭和20 ショウワ				150		2500		500		500		600		500

				昭和18年以降は農商務省の指示による全国への配布だけを表示 ショウワネンイコウノウショウムショウシジゼンコクハイフヒョウジ

				牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		やぶきた		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ				大葉烏龍 オオハウーロン		青心大有 アオココロオオユウ		硬枝紅心 カタエダアカココロ		インド雑種 ザッシュ		加藤錦 カトウニシキ		支那湖北種 シナコホクシュ

		昭和10 ショウワ		1125		1145		480		0		0		0		285		865		3900		100		100		0

		昭和12 ショウワ		11000		2000		3000		4100		1111		1500		30		0		22741								2000		600

		昭和13 ショウワ		10381		6540		12374		5060		2070		3025		2210		0		41660		0		0		0		3220		0		3000

		昭和14 ショウワ		7410		2283		2330		1600		200		120		60		0		14003		0		0		0		261		0		60

		昭和15 ショウワ		15610		5575		14810		3900		1575		2100		1050		0		44620

		昭和16 ショウワ		8980		2310		15600		2720		700		1350		2240		0		33900

		昭和17 ショウワ		3300		1200		26890		1300		2000		3700		200		0		38590

		昭和18 ショウワ		500		1000		2500		1600		0		0		0		0		5600

		昭和19 ショウワ		250		500		2900		400		550		700		550		0		5850

		昭和20 ショウワ		0		150		2500		500		500		600		500		0		4750

				昭和18年以降は農商務省の指示による全国への配布だけを表示 ショウワネンイコウノウショウムショウシジゼンコクハイフヒョウジ

		比率 ヒリツ

				やぶきた		牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ

		昭和20 ショウワ		52.6		0.0		3.2		10.5		10.5		12.6		10.5		0.0

		昭和19 ショウワ		49.6		4.3		8.5		6.8		9.4		12.0		9.4		0.0

		昭和18 ショウワ		44.6		8.9		17.9		28.6		0.0		0.0		0.0		0.0

		昭和17 ショウワ		69.7		8.6		3.1		3.4		5.2		9.6		0.5		0.0

		昭和16 ショウワ		46.0		26.5		6.8		8.0		2.1		4.0		6.6		0.0

		昭和15 ショウワ		33.2		35.0		12.5		8.7		3.5		4.7		2.4		0.0

		昭和14 ショウワ		16.6		52.9		16.3		11.4		1.4		0.9		0.4		0.0

		昭和13 ショウワ		29.7		24.9		15.7		12.1		5.0		7.3		5.3		0.0

		昭和12 ショウワ		13.2		48.4		8.8		18.0		4.9		6.6		0.1		0.0

		昭和10 ショウワ		12.3		28.8		29.4		0.0		0.0		0.0		7.3		22.2





		



やぶきた

牧之原早生

安倍1号

強力立木

小屋西

大棟

ろくろう

晩１号



主要品種配布本数の比率(%)


Graph5

		25～27		25～27		25～27		25～27

		28～30		28～30		28～30		28～30

		31～33		31～33		31～33		31～33

		34～36		34～36		34～36		34～36

		37～39		37～39		37～39		37～39

		40～42		40～42		40～42		40～42

		43～45		43～45		43～45		43～45

		46～48		46～48		46～48		46～48

		49～51		49～51		49～51		49～51
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品種化率

		全国の茶栽培面積と品種普及面積 ゼンコクチャサイバイメンセキヒンシュフキュウメンセキ

		和暦 ワレキ		西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		品種化率 ヒンシュカリツ		やぶきた面積 メンセキ		やぶきた比率 ヒリツ				茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		品種化率 ヒンシュカリツ		やぶきた面積 メンセキ		やぶきた比率 ヒリツ

		明治25 メイジ		1892		63122												11214

		明治33 メイジ		1900		48860												10786

		明治43 メイジ		1910		47964												12962

		大正4 タイショウ		1915		47716												13041

		大正9 タイショウ		1920		47736												14775

		大正14 タイショウ		1925		43362												14589

		昭和5 ショウワ		1930		37689												15204

		昭和10 ショウワ		1935		38698												15143

		昭和15 ショウワ		1940		40409												16837

		昭和20 ショウワ		1945		26473												13699

		昭和25 ショウワ		1950		27445												12915

		昭和29 ショウワ		1954		33896		1147		3.4				80		2.7071040831		13510		375		2.8		365		97.3

		昭和30 ショウワ		1955		38631		1777		4.6				80		3.6799461572		18347		547		3.0				0.0

		昭和31 ショウワ		1956		42307		2525		6.0				80		4.7746235847		18941		664		3.5				0.0

		昭和32 ショウワ		1957		44815		3295		7.4				80		5.8819591655		19811		733		3.7				0.0

		昭和33 ショウワ		1958		43182		3413		7.9				80		6.3230049558		20000		1009		5.0				0.0

		昭和35 ショウワ		1960		48907		4127		8.4				80		6.7507718731		20878		1389		6.7				0.0

		昭和37 ショウワ		1962		48587		5699		11.7		4559				0		20884		1733		8.3		1087		62.7

		昭和40 ショウワ		1965		48500				0.0				0.0		0		19900		2160		10.9				0.0

		昭和42 ショウワ		1967		47936		7700		16.1						0		19600		2735		14.0		2440		89.2

		昭和45 ショウワ		1970		51600		15303		29.7						0		20000				0.0				0.0

		昭和47 ショウワ		1972		55676		19398		34.8				0.0		0		20500		4676		22.8		4092		87.5

		昭和49 ショウワ		1974		55599		19342		34.8						0		20500		5863		28.6		5276		90.0

		昭和50 ショウワ		1975		59489		25847		43.4				0.0		0						0.0				0.0

		昭和51 ショウワ		1976		59683		27383		45.9				82.0		37.6222039777		21300		8490		39.9		7735		91.1

		昭和54 ショウワ		1979		60624		33522		55.3				82.1		45.3971397466		22300		11700		52.5		10500		89.7

		昭和55 ショウワ		1980		61012		35096		57.5		29024		82.7		47.5709696453						0.0				0.0

		昭和57 ショウワ		1982		61015		38808		63.6				85.2		54.1906350897		22700		15600		68.7		14600		93.6

		昭和60 ショウワ		1985		60693		41849		69.0		35655		85.2		58.7464781771		23000		17000		73.9		16000		94.1

		平成1 ヘイセイ		1989		58899		45343		77.0				85.6		65.8985857145		23200		19677		84.8		18605		94.6

		平成２ ヘイセイ		1990		58393		45723		78.3		39002		85.3		66.792252496						0.0				0.0

		平成6 ヘイセイ		1994		54160		46188		85.3				85.2		72.6591137371		22233		20101		90.4		19034		94.7

		平成７ ヘイセイ		1995		53071		45762		86.2		39127		85.5		73.7257635997						0.0				0.0

		平成8 ヘイセイ		1996		53336		46395		87.0				85.3		74.1992931603		22000		20351		92.5		19272		94.7

		平成12 ヘイセイ		2000		50102		46222		92.3		38410		83.1		76.6636062433						0.0				0.0

		平成14 ヘイセイ		2002		48632		45846		94.3		37745		82.3		77.6135055108		20779		20112		96.8		18935		94.1

		平成１6 ヘイセイ		2004		49115		45234		92.1		37092		82.0		75.5207166853		20300		19894		98.0		18715		94.1

		和暦 ワレキ		西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		やぶきた

		昭和29 ショウワ		1954		33896		1147

		昭和30 ショウワ		1955		38631		1777

		昭和31 ショウワ		1956		42307		2525

		昭和32 ショウワ		1957		44815		3295

		昭和33 ショウワ		1958		43182		3413

		昭和35 ショウワ		1960		48907		4127

		昭和37 ショウワ		1962		48587		5699		4559

		昭和40 ショウワ		1965		48500

		昭和42 ショウワ		1967		47936		7700

		昭和45 ショウワ		1970		51600		15303

		昭和47 ショウワ		1972		55676		19398

		昭和49 ショウワ		1974		55599		19342

		昭和50 ショウワ		1975		59489		25847

		昭和51 ショウワ		1976		59683		27383

		昭和54 ショウワ		1979		60624		33522

		昭和55 ショウワ		1980		61012		35096		29024

		昭和57 ショウワ		1982		61015		38808

		昭和60 ショウワ		1985		60693		41849		35655

		平成1 ヘイセイ		1989		58899		45343

		平成２ ヘイセイ		1990		58393		45723		39002

		平成6 ヘイセイ		1994		54160		46188

		平成７ ヘイセイ		1995		53071		45762		39127

		平成8 ヘイセイ		1996		53336		46395

		平成12 ヘイセイ		2000		50102		46222		38410

		平成14 ヘイセイ		2002		48632		45846		37745

		平成１6 ヘイセイ		2004		49115		45234		37092

				西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		やぶきた

				1954		13510		375		365

				1955		18347		547

				1956		18941		664

				1957		19811		733

				1958		20000		1009

				1960		20878		1389

				1962		20884		1733		1087

				1965		19900		2160

				1967		19600		2735		2440

				1970		20000

				1972		20500		4676		4092

				1974		20500		5863		5276

				1975

				1976		21300		8490		7735

				1979		22300		11700		10500

				1980

				1982		22700		15600		14600

				1985		23000		17000		16000

				1989		23200		19677		18605

				1990

				1994		22233		20101		19034

				1995

				1996		22000		20351		19272

				2000

				2002		20779		20112		18935

				2004		20300		19894		18715





品種化率

		



茶栽培面積

品種面積

やぶきた



増殖計画

		茶園の増殖計画 チャエンゾウショクケイカク

		静岡県茶業史第4編 シズオカケンチャギョウシダイヘン

				圧条による苗木 アツジョウナエキ		挿し木による苗木 サキナエキ				増殖面積 ゾウショクメンセキ		無性繁殖 ムセイハンショク		実生 ミショウ		苗木利用面積率 ナエキリヨウメンセキリツ

				万本 マンホン		万本 マンホン				ha		ha		ha		%

		昭和25 ショウワ		175		145				500		160		340		32.0

		昭和26 ショウワ		250		240				800		250		550		31.3

		昭和27 ショウワ		400		420				1000		480		520		48.0

		昭和28 ショウワ		720		600				1200		850		350		70.8

		昭和29 ショウワ		880		1020				1500		1260		240		84.0

		全国の新植茶園の内苗木利用面積率(農林省昭和36年統計表) ゼンコクシンショクチャエンウチナエキリヨウメンセキリツノウリンショウショウワネントウケイヒョウ

		昭和32 ショウワ		31.90%		0.319		31.9

		昭和33 ショウワ		59.30%		0.593		59.3

		昭和34 ショウワ		69.10%		0.691		69.1

		昭和35 ショウワ		85.30%		0.853		85.3

		昭和36 ショウワ		78.30%		0.783		78.3

		昭和25 ショウワ		32

		昭和26 ショウワ		31.25

		昭和27 ショウワ		48

		昭和28 ショウワ		70.8333333333

		昭和29 ショウワ		84

		昭和32 ショウワ		31.9

		昭和33 ショウワ		59.3

		昭和34 ショウワ		69.1

		昭和35 ショウワ		85.3

		昭和36 ショウワ		78.3



やぶきた

品種面積

茶園面積

茶園面積(ha)

年　　　　度

茶栽培面積

品種面積

やぶきた

やぶきた

品種茶園

茶園面積

年　　　　度

茶園面積(ha)



増殖計画

		





出品率の推移

		

				やぶきた										やぶきた以外 イガイ								在来種 ザイライシュ

				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ		やぶきた化率 カリツ				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ		品種化率 ヒンシュカリツ

		25～27		4		2		0		2.7		25～27		2		2		6		25～27		94		96		94		3

		28～30		12		3		1		3.3		28～30		3		2		4		28～30		85		95		95		5

		31～33		45		13		1		5.2		31～33		4		4		2		31～33		51		83		97		7.3

		34～36		68		23		10		6.4		34～36		2		3		9		34～36		30		74		81		8

		37～39		76		51		14		9.5		37～39		4		5		30		37～39		20		44		56		12

		40～42		86		59		30		12		40～42		3		5		57		40～42		11		36		13		16

		43～45		91		68		28		23		43～45		2		8		50		43～45		7		24		22		29

		46～48		97		68		38		27		46～48		1		9		52		46～48		2		23		10		35

		49～51		98		82		37		37		49～51		2		10		55		49～51		0		8		8		45



静岡県茶業史第4編

農林省昭36年統計表



出品率の推移

		



せん茶

玉露

てん茶



品種別栽培面積の推移

		



せん茶

玉露

てん茶

やぶきた化率



苗木配布

		



せん茶

玉露

てん茶

品種化率



		

		静岡県内における主要品種別栽培面積の推移 シズオカケンナイシュヨウヨウヒンシュベツサイバイメンセキスイイ

		品種名 ヒンシュメイ		奨励品種年 ショウレイヒンシュネン

						昭和29 ショウワ		昭和37 ショウワ		昭和42 ショウワ		昭和47 ショウワ		昭和51 ショウワ		昭和54 ショウワ		昭和57 ショウワ		平成1 ヘイセイ		平成5 ヘイセイ		平成8 ヘイセイ		平成10 ヘイセイ		平成12 ヘイセイ		平成14 ヘイセイ		平成16 ヘイセイ

		全茶園面積(ha) ゼンチャエンメンセキ				13510		20884		19600		20500		21300		22300		22700		23200		22500		22000		21200		21000		20600		20300

		在来種(ha) ザイライシュ				13134		19576		16865		15824		12810		10600		7100		3520		2686		1649		823		796		489		358

		品種茶合計面積(ha) ヒンシュチャゴウケイメンセキ				375		1308		2735		4676		8490		11700		15600		19677		19814		20351		20377		20204		20111		19930

		品種化率(%) ヒンシュカリツ				2.8		6.3		14.0		22.8		39.9		62.5		68.7		84.8		88.1		92.7		96.1		96.2		97.6		98.2

		やぶきた		12,30～		365		1087		2440		4092		7735		10500		14600		18605		18749		19272		19209		19099		18935		18715

		こやにし		12～30		7

		べにほまれ		30～48				15		14		8

		ほうりょく		30～48						31		26

		からべに		30～48						24		12

		あさつゆ		30～52				10		4		9										10		12		11		11		11

		やえほ		30～61		3		47		45		65		57		119		59										3		5

		ただにしき		33～48						22		15

		ふじみどり		37～61						102		104		128		119		68										11		9

		するがわせ		37～H.13						39		127		143		239		163		91		95		98		85		68		68

		くらさわ		42～H.13						9		130		154		183		129		70		69		69		65		68		67

		やまかい		42～						3		76		146		278		171		141		122		111		127		117		109

		かなやみどり		48～								11		42		137		160		135		125		114		155		110		110

		おおいわせ		52～														46		123		119		140		141		120		118

		さやまかおり		61～																335		367		375		399		420		421

		おくひかり		61～																						61		81		75

		山の息吹 ヤマイブキ		H.13～																								12		20

		さわみずか		H.4～																										2

		香駿 カオスルガ		H.13～																										0.4

		つゆひかり		H.13～

		その他 タ				1		150		80		1		89		154		177		177		158		196		124		84		161



昭　和　の　年　次

せん茶　　　　　　　　　玉露　　　　　　　　てん茶　　　　　　　　　

やぶきた

在来種

図　全国茶品評会(第4～30回)における出品茶の茶種別出品率の推移
　　(農業技術研究　1978　Vol.33、No.6　渕之上より作成)

やぶきた化比率

品種化率



		

				牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		やぶきた		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ				大葉烏龍 オオハウーロン		青心大有 アオココロオオユウ		硬枝紅心 カタエダアカココロ		インド雑種 ザッシュ		加藤錦 カトウニシキ		支那湖北種 シナコホクシュ

		昭和10 ショウワ		1125		1145		480								285		865				100		100		0

		昭和12 ショウワ		11000		2000		3000		4100		1111		1500		30												2000		600

		昭和13 ショウワ		6531		3390		11734		3090		2070		3025		2210												3220				3000

		々		3850		3150		640		1970

		昭和14 ショウワ		1090		283		630		0		200		120		60												261				60

		々		6320		2000		1700		1600

		昭和15 ショウワ		9500		2500		11500		1900		1500		2100		1000

		々		500		75		310				75				50

		々		5610		3000		3000		2000

		昭和16 ショウワ		7830		1050		13600		1500		700		1350		2240

		々		1150		1260		2000		1220

		昭和17 ショウワ		3300		1200		26890		1300		2000		3700		200

		昭和18 ショウワ		500		1000		2500		1600

		昭和19 ショウワ		250		500		2900		400		550		700		550

		昭和20 ショウワ				150		2500		500		500		600		500

				昭和18年以降は農商務省の指示による全国への配布だけを表示 ショウワネンイコウノウショウムショウシジゼンコクハイフヒョウジ

				牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		やぶきた		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ				大葉烏龍 オオハウーロン		青心大有 アオココロオオユウ		硬枝紅心 カタエダアカココロ		インド雑種 ザッシュ		加藤錦 カトウニシキ		支那湖北種 シナコホクシュ

		昭和10 ショウワ		1125		1145		480		0		0		0		285		865		3900		100		100		0

		昭和12 ショウワ		11000		2000		3000		4100		1111		1500		30		0		22741								2000		600

		昭和13 ショウワ		10381		6540		12374		5060		2070		3025		2210		0		41660		0		0		0		3220		0		3000

		昭和14 ショウワ		7410		2283		2330		1600		200		120		60		0		14003		0		0		0		261		0		60

		昭和15 ショウワ		15610		5575		14810		3900		1575		2100		1050		0		44620

		昭和16 ショウワ		8980		2310		15600		2720		700		1350		2240		0		33900

		昭和17 ショウワ		3300		1200		26890		1300		2000		3700		200		0		38590

		昭和18 ショウワ		500		1000		2500		1600		0		0		0		0		5600

		昭和19 ショウワ		250		500		2900		400		550		700		550		0		5850

		昭和20 ショウワ		0		150		2500		500		500		600		500		0		4750

				昭和18年以降は農商務省の指示による全国への配布だけを表示 ショウワネンイコウノウショウムショウシジゼンコクハイフヒョウジ

		比率 ヒリツ

				やぶきた		牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ

		昭和20 ショウワ		52.6		0.0		3.2		10.5		10.5		12.6		10.5		0.0

		昭和19 ショウワ		49.6		4.3		8.5		6.8		9.4		12.0		9.4		0.0

		昭和18 ショウワ		44.6		8.9		17.9		28.6		0.0		0.0		0.0		0.0

		昭和17 ショウワ		69.7		8.6		3.1		3.4		5.2		9.6		0.5		0.0

		昭和16 ショウワ		46.0		26.5		6.8		8.0		2.1		4.0		6.6		0.0

		昭和15 ショウワ		33.2		35.0		12.5		8.7		3.5		4.7		2.4		0.0

		昭和14 ショウワ		16.6		52.9		16.3		11.4		1.4		0.9		0.4		0.0

		昭和13 ショウワ		29.7		24.9		15.7		12.1		5.0		7.3		5.3		0.0

		昭和12 ショウワ		13.2		48.4		8.8		18.0		4.9		6.6		0.1		0.0

		昭和10 ショウワ		12.3		28.8		29.4		0.0		0.0		0.0		7.3		22.2





		



やぶきた

牧之原早生

安倍1号

強力立木

小屋西

大棟

ろくろう

晩１号



主要品種配布本数の比率(%)



品種の果たした役割

優良品種の育成と普及

挿木繁殖茶園による生産性の向上

在来茶園

実生による在来茶園から優良品種の育成と挿木による栄養繁殖茶園
にすることで収量性・品質の向上に大きく貢献してきた



品種化は機械化へのイノベーションにも大きく貢献

品種の普及とともに、摘採は手摘みから乗用型機械に、製造は手揉み
から自動化に技術革新したことで、日本独自の生産加工技術を確立し、
単位面積当たり収量、品質の高位平準化に貢献してきた



品種は時代の要請に応じて育成されてきた

　奨励品種選定の時代的推移

年代 時代背景 選定の目的 選定品種

昭10年代
輸出の拡充強
化

栄養系品種の増殖による多収
量化、高品質化

やぶきた、こやにし、
ろくろう等

昭30年代前半
輸出再興、国
内需要へ移行

紅茶用品種の採用
べにほまれ、からべ
に、ただにしき

昭30年代後半
景気高騰、洋
食化

洋食に対応した品種の採用
ふじみどり、べにふ
じ、はつもみじ

昭40年代
国内需要の急
増、製茶機械
の大型化

多収性、早晩性品種、高品質
化

くらさわ、かなやみど
り、おおいわせ

昭50、60年代
需要の硬直
化、凍霜害の
多発

耐寒性品種の採用
さやまかおり、おくひ
かり

平成時代
バブルの崩
壊、多様化

香味に特徴ある品種の採用 香駿、つゆひかり



香駿育成時の課題
？やぶきたと同時期の中生種で共同工場への導入は難しい
？芽数型で芽が小さく、硬化しやすく、機械化栽培に適応しにくい
？うま味にかけ、渋みが強い
？香りが強く、やぶきたとは全く異なる

⇒ だから香駿が必要

時代の現状
☆やぶきたを片親とし、やぶきたの早晩性が望まれた
☆やぶきたの香味を超えるやぶきたの育成
☆品質はやぶきた至上主義。他は異味、異臭
☆機械化栽培体系には芽重型

香駿の育成秘話？

品種組合せ ⇒ ブランド化
共同工場 ⇒ 自園自製自販
マス市場 ⇒ ニッチ市場



香駿育成後に香りに特化した品種が育成される

平成12年 香駿発表以後、続々と香りに特化した品種が育成される

平成15年
‘はるみどり’ 若芽にはミルキーな香りが

平成17年
‘そうふう’ ジャスミン系の香りが特徴

平成18年
‘ゆめわかば’ 萎凋により木犀の香り
‘ゆめかおり’ 萎凋によりフローラルな香り

平成22年
‘さえあかり’ 蒸し栗、枝豆、トウモロコシ様の香り

平成23年
‘なごみゆたか’ 半発酵茶として花香

平成27年
‘おくはるか’ 桜葉様の香り
‘しずかおり’ バニラ様の甘い香り

令和2年
‘きよか’ 花香が強い

令和6年
‘ゆめすみか’ 爽やかなスミレ様の香り、 甘いクリーム様の香り



現状での育種手順の概要

交配

播種

品質調査

ほ場試験



交雑



個体選抜

個体選抜茶園；白ラベルは一次選抜個体



少量製茶機による品質の早期検定
25g機による一次選抜
50g機による二次選抜

25g機12連式、粗揉→乾燥 50g機6連式、粗揉→乾燥

少量製茶機(25g機、50g機）は粗揉
を行ったのち乾燥し、品質評価を
行う



栄養系比較試験 個体選抜から栄養系比較試験を行うことにより
収量性や各種の特性を評価し、選抜する。

系統名：交配年次ー組合番号ー個体番号（70-11-6）1970年交配で11番目の交配組合(くら
さわ×かなやみどり)の6番目の個体

系統名： Y2、Z-1は？？
X: 2つの品種の人為交雑後代(最近ではF1を使用することが多い)
Y: 自殖 (Y2はあさつゆの自殖後代)
Z： 自然交雑実生（Z-1はたまみどりの自然交雑実生）



少量製茶機による品質の早期検定(500g機、2㎏機)

500g型少量製茶機 2㎏型少量製茶機

20g機、50g機により製造した茶でスクリーニン
グした系統は、次に500g機、2㎏機で製造し品
質評価する。
500g機、2㎏機は大型機械と同様、粗揉→柔
捻→中揉→精揉工程で製造される。



(独法)野菜茶業研究所 枕崎茶業研究

拠点；茶の新品種の特性と品質評価技
術(平成25年度)

耐病性検定



渕之上弘子；日本の茶樹と
気象、自費出版(1993)

切り枝の人為凍結処理による赤枯れ検定

切り枝の人為凍結処理(-１５℃)による青枯れ検定

苗による裂傷
型凍害検定
(-８℃～-９℃)

耐寒性検定



品種化率の推移

栽
培
面
積

(h
a)

全国における主要品
種の割合(2024年)

在来茶園から品種茶園への推移

在来茶園から品種茶園への新改植には
やぶきたが先導的な役割を果たしてきた

最近では、多く
の品種が栽培さ
れるようになり
徐々にやぶきた
比率が減少して
きている。



‘やぶきた’苦難から栄光への道

牧之原早生 安倍1号 やぶきた 強力立木 小屋西 大　棟 ろくろう 晩１号 合　計

昭和10 1,125 1,145 480 0 0 0 285 865 3,900
昭和12 11,000 2,000 3,000 4,100 1,111 1,500 30 0 22,741
昭和13 10,381 6,540 12,374 5,060 2,070 3,025 2,210 0 41,660
昭和14 7,410 2,283 2,330 1,600 200 120 60 0 14,003
昭和15 15,610 5,575 14,810 3,900 1,575 2,100 1,050 0 44,620
昭和16 8,980 2,310 15,600 2,720 700 1,350 2,240 0 33,900
昭和17 3,300 1,200 26,890 1,300 2,000 3,700 200 0 38,590

昭和18※ 500 1,000 2,500 1,600 0 0 0 0 5,600

昭和19※ 250 500 2,900 400 550 700 550 0 5,850

昭和20※ 0 150 2,500 500 500 600 500 0 4,750

※　昭和18年以降は農商務省の指示による全国への配布だけを表示

　表２　静岡県茶試より配布された主要品種の配布本数(本)　(静岡茶試業務報告より抜粋)
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主要品種配布本数の比率(%)
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品種化率

		全国の茶栽培面積と品種普及面積 ゼンコクチャサイバイメンセキヒンシュフキュウメンセキ

		和暦 ワレキ		西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		品種化率 ヒンシュカリツ		やぶきた面積 メンセキ		やぶきた比率 ヒリツ				茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		品種化率 ヒンシュカリツ		やぶきた面積 メンセキ		やぶきた比率 ヒリツ

		明治25 メイジ		1892		63122												11214

		明治33 メイジ		1900		48860												10786

		明治43 メイジ		1910		47964												12962

		大正4 タイショウ		1915		47716												13041

		大正9 タイショウ		1920		47736												14775

		大正14 タイショウ		1925		43362												14589

		昭和5 ショウワ		1930		37689												15204

		昭和10 ショウワ		1935		38698												15143

		昭和15 ショウワ		1940		40409												16837

		昭和20 ショウワ		1945		26473												13699

		昭和25 ショウワ		1950		27445												12915

		昭和29 ショウワ		1954		33896		1147		3.4				80		2.7071040831		13510		375		2.8		365		97.3

		昭和30 ショウワ		1955		38631		1777		4.6				80		3.6799461572		18347		547		3.0				0.0

		昭和31 ショウワ		1956		42307		2525		6.0				80		4.7746235847		18941		664		3.5				0.0

		昭和32 ショウワ		1957		44815		3295		7.4				80		5.8819591655		19811		733		3.7				0.0

		昭和33 ショウワ		1958		43182		3413		7.9				80		6.3230049558		20000		1009		5.0				0.0

		昭和35 ショウワ		1960		48907		4127		8.4				80		6.7507718731		20878		1389		6.7				0.0

		昭和37 ショウワ		1962		48587		5699		11.7		4559				0		20884		1733		8.3		1087		62.7

		昭和40 ショウワ		1965		48500				0.0				0.0		0		19900		2160		10.9				0.0

		昭和42 ショウワ		1967		47936		7700		16.1						0		19600		2735		14.0		2440		89.2

		昭和45 ショウワ		1970		51600		15303		29.7						0		20000				0.0				0.0

		昭和47 ショウワ		1972		55676		19398		34.8				0.0		0		20500		4676		22.8		4092		87.5

		昭和49 ショウワ		1974		55599		19342		34.8						0		20500		5863		28.6		5276		90.0

		昭和50 ショウワ		1975		59489		25847		43.4				0.0		0						0.0				0.0

		昭和51 ショウワ		1976		59683		27383		45.9				82.0		37.6222039777		21300		8490		39.9		7735		91.1

		昭和54 ショウワ		1979		60624		33522		55.3				82.1		45.3971397466		22300		11700		52.5		10500		89.7

		昭和55 ショウワ		1980		61012		35096		57.5		29024		82.7		47.5709696453						0.0				0.0

		昭和57 ショウワ		1982		61015		38808		63.6				85.2		54.1906350897		22700		15600		68.7		14600		93.6

		昭和60 ショウワ		1985		60693		41849		69.0		35655		85.2		58.7464781771		23000		17000		73.9		16000		94.1

		平成1 ヘイセイ		1989		58899		45343		77.0				85.6		65.8985857145		23200		19677		84.8		18605		94.6

		平成２ ヘイセイ		1990		58393		45723		78.3		39002		85.3		66.792252496						0.0				0.0

		平成6 ヘイセイ		1994		54160		46188		85.3				85.2		72.6591137371		22233		20101		90.4		19034		94.7

		平成７ ヘイセイ		1995		53071		45762		86.2		39127		85.5		73.7257635997						0.0				0.0

		平成8 ヘイセイ		1996		53336		46395		87.0				85.3		74.1992931603		22000		20351		92.5		19272		94.7

		平成12 ヘイセイ		2000		50102		46222		92.3		38410		83.1		76.6636062433						0.0				0.0

		平成14 ヘイセイ		2002		48632		45846		94.3		37745		82.3		77.6135055108		20779		20112		96.8		18935		94.1

		平成１6 ヘイセイ		2004		49115		45234		92.1		37092		82.0		75.5207166853		20300		19894		98.0		18715		94.1

		和暦 ワレキ		西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		やぶきた

		昭和29 ショウワ		1954		33896		1147

		昭和30 ショウワ		1955		38631		1777

		昭和31 ショウワ		1956		42307		2525

		昭和32 ショウワ		1957		44815		3295

		昭和33 ショウワ		1958		43182		3413

		昭和35 ショウワ		1960		48907		4127

		昭和37 ショウワ		1962		48587		5699		4559

		昭和40 ショウワ		1965		48500

		昭和42 ショウワ		1967		47936		7700

		昭和45 ショウワ		1970		51600		15303

		昭和47 ショウワ		1972		55676		19398

		昭和49 ショウワ		1974		55599		19342

		昭和50 ショウワ		1975		59489		25847

		昭和51 ショウワ		1976		59683		27383

		昭和54 ショウワ		1979		60624		33522

		昭和55 ショウワ		1980		61012		35096		29024

		昭和57 ショウワ		1982		61015		38808

		昭和60 ショウワ		1985		60693		41849		35655

		平成1 ヘイセイ		1989		58899		45343

		平成２ ヘイセイ		1990		58393		45723		39002

		平成6 ヘイセイ		1994		54160		46188

		平成７ ヘイセイ		1995		53071		45762		39127

		平成8 ヘイセイ		1996		53336		46395

		平成12 ヘイセイ		2000		50102		46222		38410

		平成14 ヘイセイ		2002		48632		45846		37745

		平成１6 ヘイセイ		2004		49115		45234		37092

				西暦 セイレキ		茶栽培面積 チャサイバイメンセキ		品種面積 ヒンシュメンセキ		やぶきた

				1954		13510		375		365

				1955		18347		547

				1956		18941		664

				1957		19811		733

				1958		20000		1009

				1960		20878		1389

				1962		20884		1733		1087

				1965		19900		2160

				1967		19600		2735		2440

				1970		20000

				1972		20500		4676		4092

				1974		20500		5863		5276

				1975

				1976		21300		8490		7735

				1979		22300		11700		10500

				1980

				1982		22700		15600		14600

				1985		23000		17000		16000

				1989		23200		19677		18605

				1990

				1994		22233		20101		19034

				1995

				1996		22000		20351		19272

				2000

				2002		20779		20112		18935

				2004		20300		19894		18715





品種化率

		



茶栽培面積

品種面積

やぶきた



増殖計画

		茶園の増殖計画 チャエンゾウショクケイカク

		静岡県茶業史第4編 シズオカケンチャギョウシダイヘン

				圧条による苗木 アツジョウナエキ		挿し木による苗木 サキナエキ				増殖面積 ゾウショクメンセキ		無性繁殖 ムセイハンショク		実生 ミショウ		苗木利用面積率 ナエキリヨウメンセキリツ

				万本 マンホン		万本 マンホン				ha		ha		ha		%

		昭和25 ショウワ		175		145				500		160		340		32.0

		昭和26 ショウワ		250		240				800		250		550		31.3

		昭和27 ショウワ		400		420				1000		480		520		48.0

		昭和28 ショウワ		720		600				1200		850		350		70.8

		昭和29 ショウワ		880		1020				1500		1260		240		84.0

		全国の新植茶園の内苗木利用面積率(農林省昭和36年統計表) ゼンコクシンショクチャエンウチナエキリヨウメンセキリツノウリンショウショウワネントウケイヒョウ

		昭和32 ショウワ		31.90%		0.319		31.9

		昭和33 ショウワ		59.30%		0.593		59.3

		昭和34 ショウワ		69.10%		0.691		69.1

		昭和35 ショウワ		85.30%		0.853		85.3

		昭和36 ショウワ		78.30%		0.783		78.3

		昭和25 ショウワ		32

		昭和26 ショウワ		31.25

		昭和27 ショウワ		48

		昭和28 ショウワ		70.8333333333

		昭和29 ショウワ		84

		昭和32 ショウワ		31.9

		昭和33 ショウワ		59.3

		昭和34 ショウワ		69.1

		昭和35 ショウワ		85.3

		昭和36 ショウワ		78.3



やぶきた

品種面積

茶園面積

茶園面積(ha)

年　　　　度

茶栽培面積

品種面積

やぶきた

やぶきた

品種茶園

茶園面積

年　　　　度

茶園面積(ha)



増殖計画

		





出品率の推移

		

				やぶきた										やぶきた以外 イガイ								在来種 ザイライシュ

				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ		やぶきた化率 カリツ				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ				せん茶 チャ		玉露 ギョクロ		てん茶 チャ		品種化率 ヒンシュカリツ

		25～27		4		2		0		2.7		25～27		2		2		6		25～27		94		96		94		3

		28～30		12		3		1		3.3		28～30		3		2		4		28～30		85		95		95		5

		31～33		45		13		1		5.2		31～33		4		4		2		31～33		51		83		97		7.3

		34～36		68		23		10		6.4		34～36		2		3		9		34～36		30		74		81		8

		37～39		76		51		14		9.5		37～39		4		5		30		37～39		20		44		56		12

		40～42		86		59		30		12		40～42		3		5		57		40～42		11		36		13		16

		43～45		91		68		28		23		43～45		2		8		50		43～45		7		24		22		29

		46～48		97		68		38		27		46～48		1		9		52		46～48		2		23		10		35

		49～51		98		82		37		37		49～51		2		10		55		49～51		0		8		8		45



静岡県茶業史第4編

農林省昭36年統計表



出品率の推移
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品種別栽培面積の推移
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苗木配布
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		静岡県内における主要品種別栽培面積の推移 シズオカケンナイシュヨウヨウヒンシュベツサイバイメンセキスイイ

		品種名 ヒンシュメイ		奨励品種年 ショウレイヒンシュネン

						昭和29 ショウワ		昭和37 ショウワ		昭和42 ショウワ		昭和47 ショウワ		昭和51 ショウワ		昭和54 ショウワ		昭和57 ショウワ		平成1 ヘイセイ		平成5 ヘイセイ		平成8 ヘイセイ		平成10 ヘイセイ		平成12 ヘイセイ		平成14 ヘイセイ		平成16 ヘイセイ

		全茶園面積(ha) ゼンチャエンメンセキ				13510		20884		19600		20500		21300		22300		22700		23200		22500		22000		21200		21000		20600		20300

		在来種(ha) ザイライシュ				13134		19576		16865		15824		12810		10600		7100		3520		2686		1649		823		796		489		358

		品種茶合計面積(ha) ヒンシュチャゴウケイメンセキ				375		1308		2735		4676		8490		11700		15600		19677		19814		20351		20377		20204		20111		19930

		品種化率(%) ヒンシュカリツ				2.8		6.3		14.0		22.8		39.9		62.5		68.7		84.8		88.1		92.7		96.1		96.2		97.6		98.2

		やぶきた		12,30～		365		1087		2440		4092		7735		10500		14600		18605		18749		19272		19209		19099		18935		18715

		こやにし		12～30		7

		べにほまれ		30～48				15		14		8

		ほうりょく		30～48						31		26

		からべに		30～48						24		12

		あさつゆ		30～52				10		4		9										10		12		11		11		11

		やえほ		30～61		3		47		45		65		57		119		59										3		5

		ただにしき		33～48						22		15

		ふじみどり		37～61						102		104		128		119		68										11		9

		するがわせ		37～H.13						39		127		143		239		163		91		95		98		85		68		68

		くらさわ		42～H.13						9		130		154		183		129		70		69		69		65		68		67

		やまかい		42～						3		76		146		278		171		141		122		111		127		117		109

		かなやみどり		48～								11		42		137		160		135		125		114		155		110		110

		おおいわせ		52～														46		123		119		140		141		120		118

		さやまかおり		61～																335		367		375		399		420		421

		おくひかり		61～																						61		81		75

		山の息吹 ヤマイブキ		H.13～																								12		20

		さわみずか		H.4～																										2

		香駿 カオスルガ		H.13～																										0.4

		つゆひかり		H.13～

		その他 タ				1		150		80		1		89		154		177		177		158		196		124		84		161



昭　和　の　年　次

せん茶　　　　　　　　　玉露　　　　　　　　てん茶　　　　　　　　　

やぶきた

在来種

図　全国茶品評会(第4～30回)における出品茶の茶種別出品率の推移
　　(農業技術研究　1978　Vol.33、No.6　渕之上より作成)

やぶきた化比率

品種化率



		

				牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		やぶきた		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ				大葉烏龍 オオハウーロン		青心大有 アオココロオオユウ		硬枝紅心 カタエダアカココロ		インド雑種 ザッシュ		加藤錦 カトウニシキ		支那湖北種 シナコホクシュ

		昭和10 ショウワ		1125		1145		480								285		865				100		100		0

		昭和12 ショウワ		11000		2000		3000		4100		1111		1500		30												2000		600

		昭和13 ショウワ		6531		3390		11734		3090		2070		3025		2210												3220				3000

		々		3850		3150		640		1970

		昭和14 ショウワ		1090		283		630		0		200		120		60												261				60

		々		6320		2000		1700		1600

		昭和15 ショウワ		9500		2500		11500		1900		1500		2100		1000

		々		500		75		310				75				50

		々		5610		3000		3000		2000

		昭和16 ショウワ		7830		1050		13600		1500		700		1350		2240

		々		1150		1260		2000		1220

		昭和17 ショウワ		3300		1200		26890		1300		2000		3700		200

		昭和18 ショウワ		500		1000		2500		1600

		昭和19 ショウワ		250		500		2900		400		550		700		550

		昭和20 ショウワ				150		2500		500		500		600		500

				昭和18年以降は農商務省の指示による全国への配布だけを表示 ショウワネンイコウノウショウムショウシジゼンコクハイフヒョウジ

				牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		やぶきた		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ				大葉烏龍 オオハウーロン		青心大有 アオココロオオユウ		硬枝紅心 カタエダアカココロ		インド雑種 ザッシュ		加藤錦 カトウニシキ		支那湖北種 シナコホクシュ

		昭和10 ショウワ		1125		1145		480		0		0		0		285		865		3900		100		100		0

		昭和12 ショウワ		11000		2000		3000		4100		1111		1500		30		0		22741								2000		600

		昭和13 ショウワ		10381		6540		12374		5060		2070		3025		2210		0		41660		0		0		0		3220		0		3000

		昭和14 ショウワ		7410		2283		2330		1600		200		120		60		0		14003		0		0		0		261		0		60

		昭和15 ショウワ		15610		5575		14810		3900		1575		2100		1050		0		44620

		昭和16 ショウワ		8980		2310		15600		2720		700		1350		2240		0		33900

		昭和17 ショウワ		3300		1200		26890		1300		2000		3700		200		0		38590

		昭和18 ショウワ		500		1000		2500		1600		0		0		0		0		5600

		昭和19 ショウワ		250		500		2900		400		550		700		550		0		5850

		昭和20 ショウワ		0		150		2500		500		500		600		500		0		4750

				昭和18年以降は農商務省の指示による全国への配布だけを表示 ショウワネンイコウノウショウムショウシジゼンコクハイフヒョウジ

		比率 ヒリツ

				やぶきた		牧之原早生 マキコレハラワセ		安倍1号 アベゴウ		強力立木 キョウリョクタキ		小屋西 コヤセイホク		大棟 オオムネ		ろくろう		晩１号 バンゴウ

		昭和20 ショウワ		52.6		0.0		3.2		10.5		10.5		12.6		10.5		0.0

		昭和19 ショウワ		49.6		4.3		8.5		6.8		9.4		12.0		9.4		0.0

		昭和18 ショウワ		44.6		8.9		17.9		28.6		0.0		0.0		0.0		0.0

		昭和17 ショウワ		69.7		8.6		3.1		3.4		5.2		9.6		0.5		0.0

		昭和16 ショウワ		46.0		26.5		6.8		8.0		2.1		4.0		6.6		0.0

		昭和15 ショウワ		33.2		35.0		12.5		8.7		3.5		4.7		2.4		0.0

		昭和14 ショウワ		16.6		52.9		16.3		11.4		1.4		0.9		0.4		0.0

		昭和13 ショウワ		29.7		24.9		15.7		12.1		5.0		7.3		5.3		0.0

		昭和12 ショウワ		13.2		48.4		8.8		18.0		4.9		6.6		0.1		0.0

		昭和10 ショウワ		12.3		28.8		29.4		0.0		0.0		0.0		7.3		22.2
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主要品種配布本数の比率(%)



　　静岡県内における奨励品種別栽培面積の推移

昭和29 昭和37 昭和42 昭和47 昭和51 昭和57 平成1 平成10 平成12 平成14 平成19 平成20 平成23 平成25 平成27 平成30
全茶園面積(ha) 13,510 20,884 19,600 20,500 21,300 22,700 23,200 21,200 21,000 20,600 19,902 19,907 18,700 18,300 17,801 16,500
品種茶合計面積(ha) 375 1,308 2,735 4,676 8,490 15,600 19,677 20,377 20,204 20,111 19,672 19,660 18,462 18,128 17,645 16,328
品種化率(%) 3 6 14 23 40 69 85 96 96 98 99 99 99 99 99 99

やぶきた 12,30～ 365 1,087 2,440 4,092 7,735 14,600 18,605 19,209 19,099 18,935 18,423 18,234 17,287 16,953 16,473 15,104
こやにし 12～30 7
べにほまれ 30～48 15 14 8
ほうりょく 30～48 31 26
からべに 30～48 24 12 0 1 1 1
あさつゆ 30～52 10 4 9 11 11 11 16 16 16 16 16
やえほ 30～61 3 47 45 65 57 59 3 5 8 8 8 8
ただにしき 33～48 22 15
ふじみどり 37～61 102 104 128 68 11 9
するがわせ 37～13 39 127 143 163 91 85 68 68 40 29 23 23 23
くらさわ 42～13 9 130 154 129 70 65 68 67 38 37 37 37 37
やまかい 42～ 3 76 146 171 141 127 117 109 72 72 61 55 54 54
かなやみどり48～ 11 42 160 135 155 110 110 97 91 91 91 88 88
おおいわせ 52～ 46 123 141 120 118 109 99 99 99 96 96
さやまかおり61～ 335 399 420 421 396 389 334 302 294 295
おくひかり 61～ 61 81 75 98 102 102 103 100 101
山の息吹 13～ 12 20 50 49 49 50 50 50
さわみずか 4～ 2 7 7 7 7 7 7
香駿 13～ 0 5 5 8 10 10 10
つゆひかり 13～ 31 41 54 68 80 111
その他の品種（さえみどり、おくみどり、めいりょく、べにふうきなど) 280 305 308 327
その他 1 150 80 1 89 177 177 124 84 161 351 369 238 172 156 172

品種名
奨励品種s
採用年

年次

静岡県における奨励品種普及の推移



☆在来園から品種茶園化 → 高収量・高品質化

☆整せん枝技術の普及 → 栽培の機械化

☆収穫時期の早生化 → 防霜ファンの普及

☆大型茶葉の撚り込み → 製茶機械の改良

☆摘採期の集中化
☆病害虫の多発化
☆品質の画一化
☆茶業界の硬直化

やぶきたの茶業界に与えた影響



品種の登録上の分類
① 種苗法の登録品種（１９７８～）

育成者の権利保護

② 農林認定品種（茶：１９５３～）

国等の育成、優良品種

③ 府県育成品種

府県で育成

※最近では、農林登録品種、

府県育成品種も種苗法

に登録している

品種数

135品種
(2025)



品種の命名
お茶の品種名
お茶では、残念ながら公的機関が育成した品種が多かったせいか、個人的に

妻や恋人への思いを託した名前はなかなか見付けにくい。
「いずみ」
育成地が筑後市の和泉（いずみ）にあったことや，自分の子供の名前を候補名
にして出し、これがスンナリ通ってしまい「いずみ」になったとのこと。

「成里乃」
堀井七茗園の今は亡き五代目・信夫さんが、多くの在来種の中から選びぬいた
品種に孫娘の名前を付けたとのことである。

商品名
「まちこ」は桜葉の香りがすることで有名。清水の「まちこ」は静7132という系統から

つけられたお茶摘みさんの名前とのことである
「ときえ」は村松二六さんが妻への感謝を込めて時枝さんの名前
「きいこ(KIIKO)」愛知県豊橋のごとう製茶のオリジナルブレンド紅茶。3代目元則さ

の妻である紀生子さんの名前が由来。
「KEIKO」も下堂洋氏さんの妻の名前。KEIKOのブランド力もさることながら、日本茶

の海外進出を果たすうえで世界のどの国に行っても発音しやすく、覚えてもらい
やすい名前としても評価されている。

「SAYURI」は、伝統と現代性を併せ持つ優れた日本茶・抹茶を主としたコレクション
を世界に届けるために、SAYURI＆Co.が2016年に命名したブランド名。



品種が替わる要因

① 社会・経済的ニーズの変化

②需要ニーズの変化

③新品種の登場

④生産様式の変化

⑤生産環境の変化

生産振興に寄
与する品種

需要に応え
られる品種

品種普及の変遷(茶の場合）

早出し、品質向上(在来種からの選抜) ⇒ 生産力増強(多収性品種)

⇒ 輸出用茶種への対応(紅茶用品種) ⇒ 多収性・生産安定(耐寒

性品種) ⇒ 高品質(やぶきた後代) ⇒ 各種需要に対応、機能性

新い時代を
切り拓く品種



オールマイティ品種
「つゆひかり」(2003年登録)

キャッチフレーズ 芳醇な香味と水色に優れる多収性品種

特徴（生育面）
・樹勢：極強

・樹姿：中間

特徴（栽培面）

・早晩性：やや早生（やぶきた比－２日）

・収量性： 多 （芽重型傾向）

・耐病性：炭疽病「強」，赤焼病「中」

・耐寒性：赤枯れ「強」

特徴（品質面）
・鮮やかな水色（エメラルドグリーン）

・芳醇な香気、コクとうま味の滋味



香りの品種「香駿」

キャッチフレーズ 香りを楽しむ品種
登録年 2000年
収量性 多
品質 独特の清涼感のあるハーブ系の香り



一番茶を被覆栽培して製茶した「やぶきた」と
「せいめい」の粉末茶

「せいめい」は色沢と滋味に
優れ、やや早生の品種です。
また、「やぶきた」や「さえみ
どり」と比べて、露地および
被覆栽培での収量・品質が
優れ、かぶせ茶、抹茶等の
高品質緑茶の製造に適して
います。栽培適地は広く、「や
ぶきた」が栽培できる主要な
茶産地に導入できます。

被覆適性に優れた注目の品種「せいめい」



「さえあかり」は炭疽病と輪
斑病に抵抗性を有し、「や
ぶきた」より摘採期が早い
やや早生の品種である。収
量は「やぶきた」や「さえみ
どり」より優れ、製茶品質は
「やぶきた」より優れ、高品
質品種「さえみどり」と同等
かそれ以上である。

品種の名前の由来
「さえみどり」の特徴を引き継いだ、明るい色沢、水色を表しています。また、
夏の明るい陽射しの下でも「さえみどり」にまさる高い品質となる品種特性も同
時に表しています。

旨味成分の多いの品種「さえあかり」



「かなえまる」はクワシロカイ
ガラムシ、輪斑病の防除の必要
性はほとんどなく、通常の気象
条件であれば炭疽病ともち病の
防除の必要性もない。また、耐
寒性が強く中山間地を含む主要
な茶産地で広く栽培が可能で、
被覆栽培にも適した中生緑茶用
新品種である

有機栽培に向く注目の品種「かなえまる」



萎凋香が優れる「ゆめすみか」

若い人をターゲットにした新商品開発

‘香りを楽しむ品種’

煎茶：ほのかな桜葉の香り

香り緑茶：爽やかなスミレ様の香り

令和５年５月19日出願公表

・来歴 「するがわせ」× 「きょうみどり」
・早晩性中生
・樹勢 強
・収量性多



お茶の美味しさはどう決めるの？

静岡県立大学 茶学総合研究センター 中村順行

2025.11.21

聞きそびれた人のために 昨日の概要版



おいしさ とは
これまで茶業界では「おいしい＝うま味」で評価される
ことが多かった！ さて、これからは………



お茶の基本味は主にアミノ酸類、カテキン類、
カフェインで決まる



☆茶の香りの主要成分 (日本茶インストラクターH.Pより)

煎茶の香り成分
・新茶の青々しい香り → 青葉アルコール
・新茶の花のような香り → リナロール、

ゲラニオール、シスジャスモン
・古茶の香り → 1-ベンテン-3 オール、

2,4 ヘプタジノール
・火入れの香り → カルボニル化合物

玉露の香り成分
・青のりの深い香り → ジメチルスルフィド

焙じ茶の香り成分
・焙煎香 → ピラジン類、フラン類、ピロール類

包種茶と烏龍茶の香り成分
・烏龍茶の花のような香り→ ネロリドール、ジャスモン酸メチル、インドール

紅茶の香り成分
・花のような香り → リナロール、ゲラニオール
・爽やかな鈴蘭の香り（セイロン紅茶の特徴） → リナロールオキサイド
・バラのような香り（ダージリン紅茶、中国紅茶の特徴） →ゲラニオール

微生物発酵茶の香り成分
・碁石茶や阿波番茶の香り → 乳酸メチル、アセトン

茶の香りの主要香気成分



目的に合った評価法の導入

① レベルの向上を目指した評価法
標準茶あるいは想定目標品質を満点とし、減点により評価(大部分の品評会)

⇒減点法
② 新茶種や新香味の導入を目指した評価法

社会的ニーズ、目的、志向に適合したものを選定(商品開発、育種分野など)

⇒適合法、選定法
③ 特性の把握を目指した評価法

各々の持つ特性を明らかにする。主に品質表示や説明に応用される(商品特

性評価など)

⇒加点法、説明法
④ 競技性を重んじた場合の評価法

優劣を決める場合には絶対評価法が多い

⇒減点法(減点法＋加点法も有り)



代表的な評価法例

品評会の種類による利点・欠点など

減点法：審査が容易。目標値の設定が困難。新茶種や新香味には応用しにくい

加点法：審査員によるばらつきが出る。加点項目が不明確。

基本点＋加減点法：最初にクラス分類配点、その後に加減点数。減点法と加減

点法の折衷法

外観順位並替方式：時間の短縮が可能。外観と香味に相関の高いことが前提

絶対評価：審査員の資質が重要。審査順位はつけにくい。

商品特性把握：コメントが重要。プラスイメージの表現が不足。

品評会の種類 茶の種類 評価法 備考
全国茶品評会 荒茶 減点法 相対評価
日本茶Award
国際銘茶品評会
世界緑茶コンテスト 商品 減点法 絶対評価
その他、商品特性把握 商品 加点法 個別評価

仕上げ茶 基本点＋加減点法 絶対評価



お茶の魅力を消費者にわかりやすく伝えるための評価

各々の茶が持つ特性を誰にでも理解できる用語で説
明することが必要
⇒説明法、コメント法、キャラクターホイールの活用

心向樹さんの
品種茶シリーズ


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	オールマイティ品種�「つゆひかり」(2003年登録)
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48

